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堤 整 ･青木 稔 ･山本敏充(愛知県警･
科捜研 )･勝又義直 ･佐藤啓造 ･岡島弘
(名大 ･医)
血痕と尿矧 こちいて人 ･猷鑑別を行った｡結果
は次のとおりである｡
(1) ヒトおよび各種動物の血痕を試料として､
未吸収の市販の抗ヒトアルブミン､ トランスフェ
リン､α2-マクログロブリン､イムノグロブリン
およびフィブリノーゲン血清を用いて､ヒト特異
性をELISA(酵素免疫測定法)のinhibition
法で調べた｡その結果､各抗血掛こ対し､ヒト血
痕に次いでチンパンジ 血ー痕､さらに､アジルテ
ナガザル(類入校),旧世界ザル(ニホンザル､
マントヒヒ)､新世界ザル(･5ザル､ワタポウシ
クマ)ン)､原猿頬(オオギャラゴ､ワオキツネ
ザル)､サル頬以外の動物(ラット､ウシ､ブタ､
ヤギ､イヌ､ネコ､ニワトリ)の血痕の順で反応
性が減少した｡ヒト血痕とチンパンジ 血ー痕の反
応性の違いは､抗ヒトa2-マクログロプ[)ン血酒
を用いた場合が最も著明であった｡次いで抗ヒト
アルブミン血清を用いた場合であった｡また､ヒ
トとチンパンジーの血祭試料を用いて､上記5蛙
の抗血清に対する反応を免疫拡散法で調べた｡そ
の結果､抗ヒトa2-マクログロブ.)ン血相こ対し
て､両者間の沈降線にスパーが見られたが,他の
抗血清に対しては､両者の沈降線は馳合した｡
以上のことから､抗ヒトa2-マクログロプT)ン
血清は高いヒト特異性を有していることが示唆さ
れた｡
(2) ヒトおよび各種動物の尿斑を試料として､
自家製のウサギ免疫抗ヒトウロムコイド血f13のヒ
ト尿特異性をELISAのsandwich法で調べた｡
その結果､市販のヤギ免疫抗ヒトウロムコイド血
清を用いて検査した場合(昭和60年度共同利用研
究で報告 )とほほ同様の結果が得られた｡すなわ
ち､ヒト尿斑のほか､サル類に加え､ブタ､ウシ
などサル類以外の動物数種の尿斑も反応したが､
反応の差から､類人猿､旧世界ザルおよび新世界
ザル以外の動物尿斑とヒト尿斑との区別は明らか
であった｡また､ヒトの各種体液斑は反応しなか
った｡
以上のことから､ヒトウロムコイドをウサギに
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